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第35号 

聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成１８年１１月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

・平成19年度　卒業式・卒園式
・合格おめでとうございます
・聖徳大学児童学研究所主催
第2回「子どもの発達シンポジウム」開催
・児童学科
東京教師養成塾に児童学科3年生が

30名合格！
・海外研修報告～アメリカを訪れて～
・総合演習「ふろしきは地球となかよし」

幼児教育専門学校
・第22回体育科実技発表会

聖徳中学校・高等学校
・スチール缶リサイクルコンクール
「特別賞」受賞 附属小学校

・「鬼は外・福は内」みんなで豆まき
附属幼稚園

・平成20年度保護者会・後援会開催日程
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幼稚園 ──────── 6～7
インフォメーション ──── 8

附
属
第
三
幼
稚
園（
二
十
日
）と
、

各
学
校
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

附
属
中
高
、
聖
徳
中
高
の
卒

業
式
で
は
、
入
学
し
て
か
ら
六

年
間
過
ご
し
た
学
校
、
先
生
、

そ
し
て
友
達
と
別
れ
を
惜
し
む

生
徒
の
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
四
月
か
ら

新
た
な
旅
立
ち
に
希
望
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
進
学
、
就
職
す
る
生

徒
の
成
長
に
頼
も
し
さ
も
感
じ

ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
聖
徳
学
園
卒

業
生
合
計
三
千
八
十
名
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
新
た
な

活
躍
の
場
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
度
の
卒
業
式
、

卒
園
式
は
三
月
五
日（
水
）の
附

属
中
高
に
始
ま
り
、
聖
徳
中
高

（
七
日
）、
専
門
学
校（
九
日
）、
附

属
小
学
校（
十
一
日
）、大
学
・
大

学
院（
十
三
・
十
四
日
）、
短
期
大

学
部（
十
五
日
）、
三
田
幼
稚
園

（
十
六
日
）、附
属
幼
稚
園（
十
七

日
）、附
属
第
二
幼
稚
園（
十
八
日
）、

多
摩
中
央
幼
稚
園（
十
八
日
）、

附
属
浦
安
幼
稚
園（
十
九
日
）、

八
王
子
中
央
幼
稚
園（
十
九
日
）、

■
附
属
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
、

東
京
藝
術
大
学
、青
山
学
院
大
学
、

立
教
大
学
、中
央
大
学
、法
政
大
学
、

東
京
女
子
大
学
、立
命
館
大
学
、東

京
理
科
大
学
、獨
協
大
学
、國
學
院

大
學
、明
治
学
院
大
学
、日
本
大
学
、

東
洋
大
学
、駒
沢
大
学
、専
修
大
学
、

京
都
女
子
大
学
、大
東
文
化
大
学
、

二
松
学
舎
大
学
、東
京
音
楽
大
学
、

国
立
音
楽
大
学
、日
本
獣
医
生
命
科

学
大
学
、他

■
聖
徳
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
、

東
京
藝
術
大
学
、横
浜
国
立
大
学
、

法
政
大
学
、茨
城
大
学
、学
習
院
女

子
大
学
、東
京
理
科
大
学
、電
気
通

信
大
学
、日
本
大
学
、國
學
院
大
學
、

東
洋
大
学
、大
妻
女
子
大
学
、大
東
文

化
大
学
、東
海
大
学
、桜
美
林
大
学
、

大
正
大
学
、明
海
大
学
、帝
京
大
学
、

武
蔵
野
音
楽
大
学
、日
本
医
療
科
学

大
学
、日
本
体
育
大
学
、日
本
女
子

体
育
大
学
、国
際
武
道
大
学
、他

■
附
属
小
学
校

●
男
子

麻
布
中
学
校
、慶
應
義
塾
普
通
部
、

早
稲
田
中
学
校
、渋
谷
教
育
学
園
幕

張
中
学
校
、立
教
新
座
中
学
校
、海

城
中
学
校
、東
邦
大
学
付
属
東
邦
中

学
校
、学
習
院
中
等
科
、市
川
中
学

校
、暁
星
中
学
校
、他

●
女
子

聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
、慶
應
義
塾

中
等
部
、桜
蔭
中
学
校
、女
子
学
院

中
学
校
、渋
谷
教
育
学
園
幕
張
中
学

校
、浦
和
明
の
星
女
子
中
学
校
、豊

島
岡
女
子
学
園
中
学
校
、白
百
合
学

園
中
学
校
、市
川
中
学
校
、東
京
学

芸
大
学
附
属
竹
早
中
学
校
、他

■
附
属
四
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、開
智
小
学

校
、学
習
院
初
等
科
、川
村
小
学
校
、

暁
星
国
際
小
学
校
、慶
應
義
塾
幼
稚

舎
、光
塩
女
子
学
院
初
等
科
、国
府

台
女
子
学
院
小
学
部
、昭
和
学
院
小

学
校
、白
百
合
学
園
小
学
校
、千
葉

日
本
大
学
第
一
小
学
校
、成
田
高
等

学
校
付
属
小
学
校
、日
出
学
園
小
学

校
、他

■
三
田
三
園

小
野
学
園
小
学
校
、川
村
小
学
校
、

国
立
学
園
小
学
校
、慶
應
義
塾
幼
稚

舎
、光
塩
女
子
学
院
初
等
科
、淑
徳

小
学
校
、晃
華
学
園
小
学
校
、菅
生

学
園
初
等
学
校
、筑
波
大
学
附
属
小

学
校
、帝
京
大
学
小
学
校
、東
京
学

芸
大
学
附
属
竹
早
小
学
校
、東
京
女

学
館
小
学
校
、東
京
創
価
小
学
校
、

ト
キ
ワ
松
学
園
小
学
校
、文
教
大
学

付
属
小
学
校
、明
星
小
学
校
、他

（
尚
、誌
面
の
都
合
上
、一
部
の
み

の
ご
紹
介
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

去
る
二
月
六
日（
水
）の
大

安
吉
日
に
聖
徳
大
学
一
号
館

上
棟
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
雪
が
降
り
始
め
、
非

常
に
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日

（
水
）に
地
鎮
祭
が
行
わ
れ
、

そ
の
二
年
後
、
平
成
十
八
年

九
月
十
五
日（
金
）に
Ⅰ
期
工
事

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
一
号
館
の
最
後

の
鉄
骨
を
棟
上
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
上
棟
式
で
は

学
園
関
係
者
を
含
め
、
一
〇
〇

名
以
上
の
来
賓
者
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
棟

の
儀
で
は
、
祭
壇
に
置
か
れ

て
い
る
棟む

な

札ふ
だ

・
幣へ

い

串ぐ
し

が
神
職

か
ら
川
並
弘
昭
理
事
長
に
渡

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
の
棟
木

納
め
の
儀
で
は
、
江
戸
消
防

記
念
会
「
第
十
一
く
四
番
組
」

に
よ
る「
き
や
り
」
が
行
わ
れ

る
中
、
鉄
骨
の
梁
を
ク
レ
ー
ン

で
吊
り
上
げ
、
最
上
部
に
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

理
事
長
は
、「
日
本
の
大
学
・

短
大
の
中
で
一
番
充
実
し
た

図
書
館
に
な
る
と
思
う
。
二

十
一
世
紀
に
日
本
を
代
表
す

る
機
能
を
備
え
た
大
学
の
図

書
館
と
し
て
、
ま
た
、『
保
育

の
聖
徳
○Ｒ
』と
し
て
子
ど
も
た

ち
に
も
愛
さ
れ
る
図
書
館
に

し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、幼
・

小
・
中
・
高
・
大
学
一
貫
教
育
の

中
央
図
書
館
と
し
て
、
す
ば

ら
し
い
図
書
館
に
し
て
い
き

た
い
。
来
年
春
に
は
完
成
予

定
で
す
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
一
号
館
上
棟
式

本
年
度
も
、
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎

で
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。
聖
徳
大
学
・
聖

徳
大
学
短
期
大
学
部
・
聖
徳
大
学
附
属
中
学
校
・
聖
徳
大
学
附

属
小
学
校
を
は
じ
め
、
多
く
の
大
学
・
高
等
学
校
・
中
学
校
・
小

学
校
へ
進
学
し
て
お
り
ま
す
。
進
学
先
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

聖
徳
大
学
一
号
館
上
棟
式

合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

平
成
十
九
年
度

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
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卒
園
式

卒
業
式
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卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
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卒
業
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卒
業
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業
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卒
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式
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・
卒
園
式
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卒
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園
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卒
業
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卒
園
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卒
業
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園
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卒
業
式
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卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

卒
業
式
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卒
園
式

卒
業
式
・
卒
園
式

聖徳大学 児童学部（新設）音楽学部（新設）
2008年4月3学部11学科へ改組！学びの分野を分かりやすくさせ、

専門性がさらに深まります。
子どもたちが好き、音楽に囲まれて仕事がしたい。そんなあなたのために、聖徳大学が新しくな
ります。これまで人文学部の中にあった児童学科、音楽文化学科が、それぞれ「児童学部」、「音
楽学部」にスケールアップしました。学びの分野を分かりやすく、専門性を深め、広い視野はそ
のままに。3学部11学科になる聖徳大学が、あなたの目標への挑戦を力強くバックアップします。

人文学部
★児童学科 ○社会福祉学科 ○心理学科 ○生涯教育文化学科
◎現代ビジネス学科 ○外国語学科 ○英米文化学科 ○日本文化学科
○人間栄養学科（管理栄養士養成課程） ★音楽文化学科

NEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEW
★児童学部
（2008年4月新設）
○児童学科（新設）

NEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEWNEW
★音楽学部
（2008年4月新設）
○演奏学科（新設）
○音楽総合学科（新設）

○社会福祉学科
○心理学科
○生涯教育文化学科
◎女性キャリア学科
（現代ビジネス学科から
名称変更）

○外国語学科
○英米文化学科
○日本文化学科
○人間栄養学科
（管理栄養士養成課程）

人文学部

卒
業
式
・
卒
園
式

日
）、附
属
第
二
幼
稚
園（
十
八
日
）、

▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲ ▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲▲

★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部★児童学部 ★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部★音楽学部
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聖
徳
大
学
音
楽
療
法
研
究
室

助
手
・
平
野
真
弓
さ
ん
が
、
秘
書

検
定
一
級
合
格
者
の
中
か
ら
特

に
成
績
が
優
秀
な
合
格
者
に
贈

ら
れ
る
、
文
部
科
学
大
臣
賞（
個

人
賞
）に
輝
き
ま
し
た
。

今
回
は
一
級
合
格
者
千
百
五

十
九
名
の
中
か
ら
平
野
さ
ん
を

含
む
二
名
が
文
部
科
学
大
臣
賞

に
選
ば
れ
、
二
月
二
十
九
日（
金
）

に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
行

わ
れ
た
表
彰
式
に
お
い
て
受
賞

者
に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

秘
書
検
定
は
文
部
科
学
省
後

援
の
検
定
試
験
で
、
財
団
法
人

実
務
技
能
検
定
協
会
が
実
施
し

て
い
ま
す
。出
題
範
囲
は
、①
秘
書

の
資
質
、
②
職
務
知
識
、
③
一
般

知
識
、④
マ
ナ
ー
・
接
遇
、⑤
技
能

の
五
領
域
か
ら
な
り
、
一

級
と
準
一
級
の
筆
記
試
験

合
格
者
に
は
面
接
試
験
が

あ
り
ま
す
。

平
野
さ
ん
は
、
受
賞
の

喜
び
と
こ
れ
か
ら
挑
戦
さ
れ

る
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。「
私
が
秘
書
検
定
合
格
を

目
標
に
し
た
の
は
、約
一
年
前
か

ら
で
し
た
。
そ
の
後
、
毎
日
二
時

間
程
度
勉
強
し
、
合
格
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
家
事
と
勉

強
の
両
立
は
大
変
で
し
た
が
こ

の
た
び
、
文
部
科
学
大
臣
賞
と

い
う
と
て
も
名
誉
な
賞
を
い
た

だ
き
、
く
じ
け
ず
に
勉
強
し
た

甲
斐
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

秘
書
検
定
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

社
会
人
と
し
て
、
日
々
の
業
務

の
中
で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。
今
後
、
挑
戦
す

る
人
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
す

ば
ら
し
い
資
格
を
得
て
、
業
務

に
も
弾
み
が
つ
き
、
今
後
ま
す

ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

去
る
二
月
十
一
日（
月
・
祝
）

の
午
後
、
第
六
回
英
語
教
師
の

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー

マ
は
五
十
三
万
人
強
が
受
験
し

た
、
平
成
二
十
年
度
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
リ
ス
ニ
ン
グ
テ

ス
ト
で
し
た
。
講
師
は
、本
学

英
米
文
化
学
科
・
笠
原
究
講
師
、

外
国
語
学
科
・
小
川
直
樹
教
授
、

外
国
語
学
科
・
深
沢
俊
雄
教
授
、

外
国
語
学
科
・
英
米
文
化
学
科

長
・
島
岡
丘
教
授
の
四
人
が
担

当
し
ま
し
た
。

笠
原
先
生
は
、
過
去
三
年
の

問
題
の
統
計
処
理
を
含
め
、
す

べ
て
英
語
で
発
表
し
、
好
評
を

博
し
ま
し
た
。
小
川
先
生
は
、

リ
ス
ニ
ン
グ
の
問
題
内
容
に
つ

い
て
そ
の
音
声
的
な
特
徴
を
ま

と
め
て
解
説
し
た
の
で
、
音
声

指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
高
校
の

先
生
方
に
は
役
立
っ
た
と
思
い

ま
す
。
深
沢
先
生
の
内
容
理
解

は
、
主
語
と
述
語
と
い
う
立
場

か
ら
難
易
様
々
な
例
文
を
板
書

さ
れ
ま
し
た
。
島
岡
先
生
は
、

音
読
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
内
容
理
解
が
一
層
深
ま
る

こ
と
、
ま
た
、
カ
ナ
表
記
を
含

め
て
、
よ
り
詳
し
い
音
声
表
記

が
リ
ス
ニ
ン
グ
の
向
上
に
役
立

つ
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

今
回
参
加
者
が
倍
増
し
た
の

は
、
音
声
に
関
心
が
高
ま
っ
て

き
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
各
参
加
者
に
は
、

『
聖
徳
の
教
え
を
育
む
技
法
№

２
』、『
音
読
学
―
英
語
音
声
学

か
ら
英
語
音
読
学
へ
―
』
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
二
月
七
日（
木
）に
、
短

期
大
学
部
国
語
国
文
学
会
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
学
会

は
、
総
合
文
化
学
科
文
芸
・
言
語

エ
リ
ア
所
属
の
教
員
お
よ
び
学

生
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
大
会

は
日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
す

る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
深
山
ち
ひ
ろ
さ
ん
が

「『
源
氏
物
語
』
の
物
の
怪
」、
荻

原
由
江
さ
ん
が
「
食
物
方
言
語

彙
考
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。
深
山
さ
ん
は
な
ぜ
六
条
御

息
所
が
物
の
怪
と
な
っ
た
の
か

を
発
表
、
荻
原
さ
ん
は
イ
モ
の

呼
称
に
つ
い
て
分
布
図
を
示
し

な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

教
員
か
ら
は
、
古
橋
恒
夫
先

生
が
「
中
世
に
お
け
る
仏
教
文

学
に
つ
い
て
―
道
元
・
親
鸞
の

『
法
語
』
を
め
ぐ
っ
て
」、
b
橋

光
男
先
生
が
「
落
語
で
は
文
学

が
ど
う
活
用
さ
れ
て
い
る
か
」

と
い
う
演
題
で
ご
講
演
に
な
り

ま
し
た
。
鎌
倉
仏
教
の
精
髄
を

著
名
な
人
物
の
事
蹟
と
と
も
に

紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
古
橋
先

生
に
対
し
て
、
高
橋
先
生
は
落

語
を
構
成
す
る
要
素
を
中
心
に

軽
妙
な
洒
落
を
交
え
て
ご
説
明

く
だ
さ
り
、
会
場
に
笑
い
が
満

ち
て
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
に
興
味
を
持
っ
た

こ
と
を
調
べ
る
、
テ
キ
ス
ト
を

よ
く
読
み
考
え
る
、
そ
し
て
ま

と
め
上
げ
る
と
い
っ
た
作
業
は

と
て
も
大
切
で
す
。
文
学
や
文

化
、
言
葉
か
ら
様
々
な
こ
と
が

学
べ
ま
す
。
教
員
・
学
生
を
問
わ

ず
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
研
究

成
果
を
示
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

旭
化
成
企
業
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で

デ
ビ
ュ
ー
さ
れ
、
そ
の
後
Ｔ
Ｂ
Ｓ

の
気
象
情
報
番
組
や
ハ
ウ
ス
食

品
の
顔
と
し
て
生
Ｃ
Ｍ
に
十
五

年
間
ご
出
演
さ
れ
て
い
た
白
井

京
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
文

化
講
演
会
が
、
去
る
一
月
二
十

二
日（
火
）、
川
並
香
順
記
念
講

堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
で
の
講
演
で
は
、
卒
業

し
て
こ
れ
か
ら
社
会
に
巣
立
と

う
と
し
て
い
る
学
生
た
ち
に
向

け
、
仕
事
の
大
事
な
場
面
で
の

緊
張
の
ほ
ぐ
し
方
、
良
い
印
象

を
与
え
る
表
情
の
作
り
方
な

ど
、
実
演
を
交
え
な
が
ら
、「
女

性
と
し
て
充
実
し
た
人
生
を
送

る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
、
大
変
有
意
義
な
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
は
白
井
さ
ん
の
歯
切
れ

の
良
い
美
し
い
言
葉
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
中
で

も
発
声
練
習
や
良
い
表
情
作
り

の
実
演
は
大
盛
況
で
、
講
演
終

了
後
に
は
学
生
か
ら
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
二
月
十
七
日（
日
）、
聖

徳
大
学
松
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
聖
徳
大
学
附
属
聖
徳
高

等
学
校
の
一
年
生
を
対
象
に
し

た
大
学
見
学
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
見
学
会
は
、
聖
徳
高

校
の
生
徒
お
よ
び
保
護
者
に
対

し
て
、
早
い
段
階
か
ら
大
学
・

短
大
へ
の
進
学
意
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
、
高
校
一
年
生
を

対
象
と
し
て
毎
年
二
月
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
寒
さ
の

厳
し
い
中
、
早
朝
よ
り
百
五
名

の
生
徒
、
ま
た
多
く
の
保
護
者

の
参
加
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

見
学
会
は
、
冒
頭
の
川
並
弘

昭
学
長
に
よ
る
、
大
学
進
学
に

際
し
て
の
高
校
で
の
学
習
の
重

要
性
と
い
う
講
話
に
始
ま
り
、

大
学
の
勉
強
内
容
か
ら
放
課
後

の
過
ご
し
方
を
説
明
す
る
在
学

生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
そ
し
て
学

び
の
分
野
ご
と
に
大
学
の
各
施

設
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
と
在
学

生
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
な
ん
で

も
相
談
と
い
う
内
容
で
、
盛
況

の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

半
日
と
い
う
短
い
時
間
で
の

見
学
会
で
し
た
が
、
こ
の
見
学

会
を
通
じ
て
、
参
加
し
た
生
徒

の
皆
さ
ん
が
、
大
学
・
短
大
へ

の
進
学
に
対
す
る
意
識
を
今
よ

り
一
層
高
め
て
も
ら
え
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
度文

化
講
演
会

講
師

白
井
京
子
氏

「
短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会
」

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

聖
徳
高
等
学
校
一
年
生

大
学
見
学
会

実
施

聖
徳
大
学
児
童
学
研
究
所
主
催

第
二
回「
子
ど
も
の
発
達
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

二
月
九
日（
土
）、
聖
徳
大
学

児
童
学
研
究
所
主
催
第
二
回

「
子
ど
も
の
発
達
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
幼
児
期
の
脳
の
発

達
に
つ
い
て
、「
幼
児
の
脳
に
何

が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
？
―
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
を

創
る
高
次
脳
機
能
の
発
達
を
探

る
―
」
の
テ
ー
マ
で
三
人
の
先

生
を
お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。

佐
伯
素
子
先
生（
本
学
心
理

学
科
講
師
）か
ら
は
、「
乳
幼
児

期
の
心
理
発
達
―
人
と
の
か
か

わ
り
を
中
心
に
―
」、
加
我
牧
子

先
生（
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ

ー
精
神
保
健
研
究
所
所
長
）か

ら
は
、「
発
達
障
害
―
ち
ょ
っ
と

気
に
な
る
子
ど

も
た
ち
―
」、
星

詳
子
先
生（
東
京

都
精
神
医
学
総

合
研
究
所
脳
機

能
解
析
研
究
チ

ー
ム
リ
サ
ー
チ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
）
か

ら
は
、「
近
赤
外

線
ス
ペ
ク
ト
ロ

ス
コ
ピ
ー：

乳
幼
児
脳
研
究
の

新
し
い
ツ
ー
ル
」
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
小
中

学
校
や
幼
稚
園
の
先
生
、
保
育

士
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
様
々

な
分
野
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
内
容
も
大
変
好

評
で
、
多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
今
後
も
「
子
ど
も
の
発
達

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
続
け
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
が
多
数
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

次
回
は
学
童
期
の
発
達
を
テ

ー
マ
と
し
て
開
催
す
る
予
定
で

す
。

総
合
文
化
学
科

実
務
技
能
検
定
協
会「
秘
書
検
定
」
で

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

入
学
セ
ン
タ
ー

（財）

佐伯素子先生

島岡丘先生

第
六
回

聖
徳
大
学

英
語
教
師
の
会

q橋光男先生

深山ちひろさん

開催
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去
る
二
月
六
日（
水
）か
ら
八
日（
金
）迄
、
聖
徳
大
学
八
号
館
で
、

本
学
人
文
学
部（
現
児
童
学
部
）児
童
学
科
四
年
生
の
卒
業
研
究
美

術
作
品
展
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
先
生
方
・
学
生
・
外
来
の
方
々
が

連
日
訪
れ
て
賑
わ
い
ま
し
た
。
作
品
数
は
大
小
取
り
混
ぜ
て
、
お

よ
そ
数
十
点
あ
り
ま
し
た
。
絵
画
、
写
真
、
絵
本
、
玩
具
、
遊
具
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
が
研
究
論
文
と
と
も
に
並
べ
て
あ
り
、
明

日
の
保
育
に
早
速
役
立
つ
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
三
人
の

学
生
は
次
の
よ
う
に
そ
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。

二
十
年
度
も
ま
た
同
時
期
に

開
催
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

期
待
下
さ
い
。

私
は
「
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し

め
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
『
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
し
か
け
絵
本
』
を

制
作
し
ま
し
た
。

い
ざ
作
り
始
め
て
み
る
と
、
な

か
な
か
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
し
た
よ

う
に
作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
実
際

に
形
に
し
て
い
く
難
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
指
導
教
員
の

先
生
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
、
自
分
な
り
に
納
得
の
い
く
作

品
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
何
よ
り
今
回
の
絵
本
制

作
を
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
た
の

は
、
作
っ
た
作
品
を
周
囲
の
友
人

や
子
ど
も
に
見
て
も
ら
い
、
驚
い

た
表
情
や
喜
ん
で
い
る
様
子
を
実

際
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
点
で

す
。
作
っ
た
絵
本
を
見
る
人
が
い

て
初
め
て
作
品
と
し
て
完
成
す
る

の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
し
か
け
絵

児
童
学
科

幼
稚
園
教
員
・
保
育
士
養
成
コ
ー
ス

岸
綾
子
さ
ん

私
は
幼
い
頃
か
ら
木
を
使
っ
た

工
作
が
好
き
で
、
大
学
で
は
美
術

や
図
工
の
演
習
を
た
く
さ
ん
受
け

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
木

材
に
対
す
る
気
持
ち
と
、
大
学
で

学
ん
だ
事
の
集
大
成
を
卒
業
制
作

で
表
現
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

初
め
に
三
年
次
ゼ
ミ
で
木
製
ビ
ー

玉
落
と
し
を
作
り
、
四
年
次
で
は

さ
ら
に
作
品
を
持
ち
運
び
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
装
置
を
一
つ

の
箱
の
中
に
作
り
、
三
箱
分
の
ビ

ー
玉
落
と
し
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
よ
り
長
く
楽
し
め
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
作
品
を
作
る
こ
と

で
、
ビ
ー
玉
が
落
ち
な
が
ら
奏
で

る
音
も
こ
の
作
品
の
魅
力
の
一
つ

私
は
幼
児
期
に
必
要
な
色
彩
感

覚
と
数
か
ぞ
え
を
テ
ー
マ
に
、
立

体
絵
本
を
制
作
し
て
き
ま
し
た
。

始
め
か
ら
立
体
絵
本
を
制
作
し
た

く
て
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ア
を
考
え

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
い
い
ア
イ

デ
ア
が
浮
か
ば
ず
苦
労
も
し
ま
し

た
。
い
ざ
制
作
の
段
階
に
入
る
と
、

立
体
絵
本
の
飛
び
出
し
が
う
ま
く

い
か
な
か
っ
た
り
と
、
ア
イ
デ
ア

か
ら
制
作
ま
で
、
自
分
の
納
得
で

き
る
作
品
に
仕
上
が
る
ま
で
に

は
、
大
変
な
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

一
度
は
あ
き
ら
め
か
け
た
り
も
し

ま
し
た
が
、
指
導
教
員
の
先
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
制
作
を
通
じ
て
の
苦
労
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
も
の
を

大
切
に
し
て
、
保
育
の
現
場
に
出

た
と
き
に
生
か
し
て
い
け
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
。

『アルファベットのしかけ絵本』

幼
稚
園
教
員
・
保
育
士
養
成
コ
ー
ス

森
玲
子
さ
ん

『
木
製
ビ
ー
玉
落
と
し
』

幼
稚
園
教
員
・
保
育
士
養
成
コ
ー
ス

阿
部
愛
さ
ん

『色彩感覚と数かぞえの立体絵本』

平
成
二
十
年
二
月
二
十
七
日

（
水
）に
、
聖
徳
大
学
八
号
館
で

東
京
教
師
養
成
塾
合
格
書
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
東
京
教
師
養
成
塾
」
と
は
、

東
京
都
教
育
委
員
会
と
大
学
が

連
携
を
し
、
学
生
の
段
階
か
ら

高
い
志
を
持
っ
た
教
員
を
養
成

す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

こ
の
養
成
塾
の
定
員
百
五
十

名
中
、
本
学
人
文
学
部（
現
児
童

学
部
）児
童
学
科
三
年
生
の
学

生
が
三
十
名
合
格
す
る
と
い
う

快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
。
合
格

者
は
四
月
か
ら
特
別
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
で
指
導
を
受
け
ま
す
。

修
了
後
は
、
教
員
採
用
の
一
般

選
考
と
は
別
の
採
用
候
補
者
と

な
り
ま
す
。

授
与
式
で
川
並
弘
昭
学
長
か

ら
合
格
書
を
受
取
っ
た
学
生
は

喜
び
の
笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
多
く
の
先
生
方
か

ら
い
た
だ
い
た
厳
し
く
も
温
か

い
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ

か
り
と
心
に
受
け
止
め
、「
小
学

校
教
員
に
な
る
！
」
と
い
う
夢

に
一
歩
近
づ
く
も
、
厳
し
い
現

実
に
向
か
っ
て
新
た
な
目
標
が

見
え
て
き
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
取
り
組
み
は
本
学
で

も
初
の
試
み
で
あ
り
、
教
職
員

一
同
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
学
生
が
更
に
成
長
し
、

一
年
後
に
は
、
子
ど
も
に
夢
や

感
動
を
与
え
ら
れ
る
教
員
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

二
月
九
日（
土
）・
十
日（
日
）、

文
部
科
学
省
主
催
「
大
学
教
育

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
合
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
」（
Ｇ
Ｐ
合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

が
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
行
わ

れ
、
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ（
新
た
な
社

会
的
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
生

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
採
択
さ

れ
た
、
本
学
保
育
科
「A

ll
For

O
ne

を
め
ざ
す
学
生
支
援
活
動

―
全
教
職
員
に
よ
る
イ
ン
テ
ー

カ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
―
」
が
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
出
展
し
ま

し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
全
国

の
国
公
私
立
大
学
・
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
の
中
か
ら
、
他

大
学
の
教
育
改
革
の
参
考
と
な

る
「
特
に
優
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
取
り
組
み
）」
に
つ
い
て
、
広

く
社
会
へ
情
報
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
高
等
教
育
の
更
な
る

活
性
化
な
ら
び
に
高
度
な
人
材

育
成
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
高
等
学
校
関
係
者
対

象
の
分
科
会
も
開
催
さ
れ
、
採

択
さ
れ
た
大
学
の
特
色
あ
る
取

り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
場
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
は
、
保
育
科

の
先
生
方
と
学
生
課
の
職
員
が
、

取
り
組
み
の
内
容
、
方
法
、
工

夫
点
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

大
学
関
係
者
や
高
等
学
校
関
係

者
か
ら
様
々
な
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
本
学
の
取
り
組
み
へ
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

本
学
人
文
学
部
日
本
文
化
学

科
書
道
文
化
コ
ー
ス
の
学
生
に

よ
る
「
平
成
十
九
年
度
卒
業
制

作
記
念
書
道
展
」
が
、
平
成
二

十
年
二
月
十
六
日（
土
）か
ら
三

月
十
五
日（
土
）迄
、
大
学
八
号

館
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
・
利
根

山
光
人
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
の
学
生
が
、
三
か
ら
四

作
品
を
出
展
し
、「
漢
字
臨
書
」、

「
漢
字
創
作
」、「
調
和
体
創
作
」、

「
仮
名
臨
書
」、「
仮
名
創
作
」、

「
篆
刻
創
作
」
と
非
常
に
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
筆
跡
は
四

年
間
に
お
よ
ぶ
修
練
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
し
た
。

書
道
展
開
催
に
あ
た
り
、
学

生
を
指
導
し
た
日
本
文
化
学

科
・
吉
田
洪
崖
教
授
は
、「
今
回

の
作
品
は
、
紀
元
前
五
世
紀
頃

の
古
代
文
字
の
臨
書
か
ら
、
近

代
詩
を
題
材
と
し
た
創
作
ま
で

あ
り
ま
す
。
書
道
コ
ー
ス
と
し

て
は
、
他
大
学
に
比
べ
規
模
は

小
さ
い
で
す
が
、
様
々
な
書
体

を
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
学
生
も
一
人
ひ
と
り
良
い
と

こ
ろ
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
個

人
教
育
に
よ
っ
て
能
力
を
最
大

限
ま
で
引
き
出
す
よ
う
に
指
導

し
ま
し
た
」
と
話
し
、
ま
た
、
同

じ
く
海
野
濤
山
教
授
は
、「
あ
え

て
厳
し
い
こ
と
を
言
え
ば
、
学

生
が
本
当
に
達
成
感
を
得
ら
れ

た
作
品
は
、
各
人
一
作
品
く
ら

い
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
そ

の
一
作
品
は
、
他
大
学
の
学
生

の
作
品
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い

出
来
だ
と
自
信
を
も
っ
て
い
え

ま
す
。
書
道
は
た
だ
漫
然
と
筆

を
動
か
す
だ
け
で
は
上
達
は
望

め
ま
せ
ん
。
常
に
自
分
が
考
え

て
い
る
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
、
百

二
十
点
を
目
指
す
べ
き
で
す
。

技
術
は
、
書
け
ば
書
い
た
だ
け

身
に
つ
き
ま
す
。
練
習
し
た
人

の
字
は
線
に
表
れ
ま
す
。
ま
ず
、

た
く
さ
ん
書
く
よ
う
指
導
し
ま

し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

「
大
学
教
育
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム

合
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に

出
展

保
育
科

本
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
誰
も
が
楽
し
め
る

不
思
議
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
も

の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
し
か

け
絵
本
の
お
も
し
ろ
さ
を
保
育
の

現
場
に
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

で
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の

作
品
で
遊
ん
で
も
ら
い
、
箱
の
中

の
意
味
に
一
人
ひ
と
り
違
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を

話
し
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

書
道
文
化
コ
ー
ス

日
本
文
化
学
科

東
京
教
師
養
成
塾
に

児
童
学
科
三
年
生
が

30名
合格！

児
童
学
科

卒
業
研
究
美
術
作
品
展

平
成
十
九
年
度

卒
業
制
作
記
念
書
道
展

公立小学校
教員採用試験
合格者合格者

公立小学校
教員採用試験

119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119119名名名名名名名名名名名名名名名名名名名

春
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

通
信
教
育
部

通
信
教
育
部
で
は
、
大
学

院
・
大
学
・
短
大
の
春
期
ス
ク
ー

リ
ン
グ
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま

し
た
。
普
段
は
自
宅
学
習
が
多

い
通
信
教
育
部
生
で
す
が
、
こ

の
時
期
は
毎
年
多
数
の
学
生
が

松
戸
の
地
に
集
合
し
ま
す
。
普

段
な
か
な
か
合
う
こ
と
が
で
き

な
い
先
生
方
や
、
友
人
た
ち
と

ふ
れ
あ
い
有
意
義
な
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
過
ご
し
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
の
知
識
と
経
験
を
生

か
し
、
今
後
の
学
習
も
さ
ら
に

励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
た
三
月
に
は
通
学
課
程
と

同
日
に
卒
業
式
も
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
長
く
大
変
だ
っ
た
勉
強

を
終
え
、
卒
業
生
の
方
々
は
自
信

と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
顔
を
し
て

い
ま
し
た
。
聖
徳
大
学
で
学
ん
だ

「
知
識
」
や
「
経
験
」、
さ
ら
に
通

信
教
育
を
通
し
て
得
た
「
努
力
」

を
生
か
し
、
今
後
の
新
生
活
で
の

更
な
る
活
躍
を
教
職
員
一
同
願

っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
通
信
教
育
部
は
四
月

末
日
ま
で
四
月
生
の
入
学
願
書

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。「
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」

始
め
る
こ
と
が
で
き
、
低
額
な

学
費
で
通
学
課
程
と
同
等
の
高

い
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
生
涯
教
育

の
時
代
に
突
入
し
ま
す
。
あ
な

た
も
聖
徳
大
学
通
信
教
育
部
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
学
び
た

い
あ
な
た
を
応
援
い
た
し
ま
す
。

平成20年度採用
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昨
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
旅
行

で
訪
問
し
た
小
学
校Beancross

Prim
ary
School

の
子
ど
も
た
ち

か
ら
、
人
文
学
部（
現
児
童
学
部
）

児
童
学
科
の
学
生
に
二
十
六
通

の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

児
童
文
化
・
生
涯
学
習
指
導

者
・
児
童
心
理
の
各
コ
ー
ス
は
イ

ギ
リ
ス
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
で
小
学

校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
折
紙
を
紹
介
し
た
り
、

日
本
の
文
化
・
生
活
に
つ
い
て
質

問
攻
め
に
さ
れ
た
り
と
、
大
変

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
届
い
た
手
紙
の
一
通

を
紹
介
し
ま
す
。

人
文
学
部
外
国
語
学
科
で
は
、

学
生
全
員
が
一
年
間
留
学
し
ま

す
。
三
年
の
阿
部
優
希
さ
ん
は
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
オ
レ
ゴ
ン
州
の

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学
に
留
学

し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
阿
部
さ
ん

の
成
果
に
つ
い
て
学
業
成
績
優

秀
者
表
彰
会
議（A

cadem
ic
Ex-

cellence
A
w
ards

C
om
m
it-

tee

）代
表
のM

ichele
M
iller

氏

よ
り
、
左
記
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

手
紙
を
も
ら
っ
た
児
童
心
理

コ
ー
ス
の
学
生
は
大
変
喜
ん
で

読
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
子
ど
も

た
ち
に
返
信
す
る
べ
く
、
辞
書

を
片
手
に
、
英
語
の
手
紙
作
成
に

奮
闘
中
で
す
。

私
た
ち
は
、
食
に
関
す
る
高

度
な
知
識
を
持
っ
た
管
理
栄
養

士
を
目
指
す
た
め
に
、
国
際
社

会
に
も
通
用
す
る
知
識
を
習
得

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
研
修
で
は
、
そ
の
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
栄
養
学
の

研
究
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
ア

メ
リ
カ
を
訪
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
ま
ず
、
日
本

と
の
気
候
の
違
い
や
食
事
の
量

の
多
さ
、
食
生
活
の
違
い
な
ど

を
実
感
し
ま
し
た
。
農
場
見
学

で
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
で

自
然
に
作
物
を
育
成
す
る
と
い

う
独
自
の
育
て
方
を
〝
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
〞
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

農
場
の
方
の
「
管
理
栄
養
士
な

ど
献
立
を
考
え
る
立
場
に
あ
る

人
間
も
、
食
物
に
関
す
る
栄
養

の
知
識
だ
け
で
な
く
、
そ
の
食

物
が
育
っ
た
環
境（
土
や
肥
料
）

も
知
っ
て
お
く
べ
き
で
す
」
と

い
う
言
葉
は
、
と
て
も
印
象
深

く
共
感
で
き
ま
し
た
。
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
の
厨
房
見
学

で
は
、
日
本
と
衛
生
面
で
の
考

え
が
異
な
る
と
い
う
事
実
を
知

り
ま
し
た
。
本
学
の
姉
妹
校
ミ

ル
ズ
カ
レ
ッ
ジ
を
訪
れ
た

際
は
、
学
食
で
種
類
豊
富

な
料
理
が
バ
イ
キ
ン
グ
形

式
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
ま
た
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
や
娯
楽
の
時
間
も
堪
能

で
き
、
ア
メ
リ
カ
の
街
の

景
色
や
夜
景
も
楽
し
め
ま

し
た
。
夜
の
講
演
で
は
、
実

際
に
ア
メ
リ
カ
で
管
理
栄

養
士
を
な
さ
っ
て
い
る
方

の
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
、
学
校
で
は
得
る

こ
と
の
で
き
な
い
知
識
を

習
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
訪
れ
た
ア
メ
リ
カ
で

の
研
修
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
充
実
感
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
研
修
で
、
様
々
な

方
か
ら
教
わ
っ
た
知
識
や
肌
で

感
じ
た
経
験
は
、
確
実
に
自
分

の
身
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と

実
感
で
き
ま
す
。
企
画
し
て
下

さ
っ
た
方
や
指
導
を
し
て
下
さ

っ
た
先
生
方
に
は
、
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
は
、
阿
部
さ
ん
を
含

め
た
五
名
で
し
た
。
表
彰
式
は
一

月
十
日（
木
）、Sm

ith
M
em
orial

Student
U
nion

で
行
わ
れ
、
表

彰
状
を
全
員

の
拍
手
の
中

で
受
け
取
り

ま
し
た
。

阿
部
さ
ん

は
、
自
信
を

無
く
し
た
と
き
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
担
任
の
川
島
光

子
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
周
囲

の
先
生
方
の
励
ま
し
や
、
熱
心
な

指
導
、
そ
し
て
英
語
の
基
礎
力
を

身
に
つ
け
て
留
学
に
臨
ん
だ
こ

と
が
良
か
っ
た
と
語
っ
て
お
り

ま
し
た
。

川
並
弘
昭
学
園
長
先
生

年
も
お
し
せ
ま
り
、
何
か
と

忙
し
い
頃
と
な
り
ま
し
た
が
お

元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
昨
年
度
の
三
月
に
聖
徳

大
学
人
文
学
部
音
楽
文
化
学
科

を
卒
業
い
た
し
ま
し
た
渡
邉
育

子
と
申
し
ま
す
。

大
学
卒
業
後
九
月
中
旬
に
フ

ラ
ン
ス
の
パ
リ
ヘ
留
学
し
、
現

在
パ
リ
の
十
七
区
に
あ
る
エ
コ

ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
音
楽
院
に
て
、

世
界
的
に
有
名
な
フ
ル
ー
ト
奏

者
で
あ
る
工
藤
重
典
先
生
の
下

で
勉
強
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
フ
ラ
ン
ス
の
北
部

の
都
市
ア
ミ
ア
ン
に
て
行
わ
れ

た
第
十
五
回
ピ
カ
ル
デ
ィ
ー
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
１
ｅ
ｒ
プ
リ
ン
シ
パ
ル

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
、
大
学
在
学
中
に
、

色
々
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
一
木

瑛
美
先
生
の
お
か
げ
で
あ
り
、

ま
た
、
私
を
支
え
て
く
れ
て
い

る
家
族
そ
し
て
、
大
学
時
代
の

経
験
を
こ
の
度
の
結
果
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
と
て
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

海
外
研
修
で
訪
れ
た
憧
れ
の

町
パ
リ
に
現
在
住
み
、
勉
強
す

る
こ
と
が
で
き
、
私
の
人
生
に

お
い
て
と
て
も
貴
重
な
時
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
言
葉
な
ど
馴
れ
な
い
点

も
少
々
あ
り
ま
す
が
、
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
三
年
間
パ
リ
で
勉
強
を
し
、

日
本
へ
帰
国
し
た
際
は
、
大
学

へ
必
ず
ご
挨
拶
に
伺
い
ま
す
。

日
本
で
も
寒
い
日
が
続
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
お
体
に

お
気
を
つ
け
て
お
過
し
下
さ
い
。

敬
具

卒
業
生
か
ら
の
手
紙

昨
春
、
人
文
学
部
音
楽
文
化
学
科
を
卒
業
し
た
渡
邉
育
子
さ

ん
か
ら
、
学
長
先
生
宛
に
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

卒
業
生
か
ら
の
手
紙

平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

渡
邉

育
子

小学校で使われている日本の教材

Dear Japanese Visitors
Thank you for visiting our school and helping our
studies. We thoroughly enjoyed your visit and hope
you could come back sometime.

Also the whole class would like to thank you for giving
us so much information about the schools, sports and
foods in Japan All your information has helped the
class with their topic and personal research.

During your visit you showed us Origami and how to
make Samurai helmets which were very interesting.
When you left our class we made tones more helmets
and they are now on display outside our classroom
beside our Mount Fuji and our Kimono dolls. One of
the pupils in our class called Daniel tried on a yellow
Kimono and he looked beautiful. Thank you for the
Japanese paper and the fan which was very colourful,
we really appreciated it.

The class and I hope you enjoyed the experience of
coming to Scotland and wish you all the best for the
future.

日本の皆さん
僕たちの学校で勉強を手伝ってくれて

ありがとう。僕たちは本当に皆さんの訪
問がうれしかったです。また戻って来て
くれることを願っています。
クラスのみんなも、日本の学校やスポー

ツ、食べ物についてたくさんのことを教
えてくれて感謝しています。皆さんが教
えてくれた全てのことが僕たちの調べ学
習に役立っています。
皆さんが来てくれた時に教えてくれた

折紙の兜（サムライヘルメット）の作り方
はとても面白かったです。廊下の富士山
の絵、日本人形と共に、様々な色の兜を
飾っています。僕たちのクラスのダニエ
ル君が着物を試着しました。黄色の着物
の彼はかっこよく見えました。とてもカ
ラフルな千代紙を本当にありがとう。
クラスのみんなも僕も、皆さんのスコッ

トランドでの経験が将来に役立つことを
願っています。

イギリスの
子どもたちから
手紙が
届きました

左から川島先生、阿部さん、
阿部さんのお父様、阿部さんのお姉様

Congratulations, Yuki! For the fall
2007 academic term, you earned a
grade point average of 3.7or above
in your IELP classes. We are very
proud of your hard work and of this
significant accomplishment. ...We
sincerely hope that you will attend
the Welcome Meeting so that we can
honor your outstanding academic
performance.
... Again, congratulations. We are
proud that you chose to join the IELP
and that you present an excellent
example to all students...

ア
メ
リ
カ
留
学
中
に

成
績
最
優
秀
賞
を
受
賞

外
国
語
学
科
三
年

阿
部
優ゆ

希き

さ
ん

（一部抜粋）

おめでとう、優希！私たちは、あなた
が熱心に勉強し、２００７年秋季、IELP（＊１）

のクラスで３.７以上のG.P.A（＊2）を得た功
績を非常に誇りに思います。…私たちは
あなたの優れた学業成績を名誉に思って
います。あなたがウェルカムミーティング
に参加することを願っています。…改めて、
おめでとう。あなたがこのクラスを選び、
全学生の模範となったことを誇りに思っ
ています。
＊1）The Intensive English Language Programの略、英語

の集中講座
＊2）grade point average 欧米で一般的に用いられている

成績評価法。本学でも導入しており、優（本学のS相当、
以下同）＝４ 良（A）＝３ 可（B）＝２ 準可（C）＝１
不可・失格等（D等）＝０として計算し、平均を算出する
方法。

訳文

〜
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
て
〜

海外研修報告

熊
谷
　
祥
子
さ
ん

人
文
学
部
人
間
栄
養
学
科
　
二
年
Ｂ
組

日時：平成２０年４月５日（土）
2回（１２：００・１３：３０）

場所：水戸芸術館 エントランスホール
― 入場無料 ―

演奏曲目：J・S・バッハ作曲プレリューディウムと
フーガ ハ短調BWV５４６他

水
戸
芸
術
館
は
一
九
九
〇

年
に
開
館
さ
れ
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
大
型
の
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
開
館
と
同
時
に

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
、
多
く
の
オ
ル
ガ

ン
フ
ァ
ン
の
注
目
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
国
内
の
有
数
な
オ

ル
ガ
ン
奏
者
が
こ
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏

さ
れ
、
ま
た
オ
ル
ガ
ン
を
専

門
に
勉
強
し
た
音
楽
大
学
出

身
者
の
中
で
推
薦
を
受
け
た

人
た
ち
が
演
奏
し
、
オ
ル
ガ

ン
を
勉
強
し
て
い
る
人
た
ち

に
と
っ
て
も
大
き
な
ス
テ
イ

タ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鳥
居
さ
ん
は
本
学
大
学
院

に
進
ま
れ
、
更
に
パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
演
奏
の
研
鑚
を
つ
ま

れ
る
予
定
で
す
。

♪
人
文
学
部
音
楽
文
化
学
科

オ
ル
ガ
ン
コ
ー
ス
卒
業

水
戸
芸
術
館

♪
鳥
居
亜
佑
子
さ
ん

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
・

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
・

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演 ♪

♪

♪

♪

児童学科

オーガニック農場にて
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二
月
二
十
二
日（
金
）、
全
国
保

育
士
養
成
協
議
会
会
議
室（
高
田

馬
場
）に
お
い
て
、
同
協
議
会
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
第
二
十
一
回
学

生
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
関
東
甲

信
越
地
区
十
九
校
か
ら
、
二
十
九

グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
校
の
代
表
は
、
昨
年
十
二
月

十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

研
究
発
表
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
二

グ
ル
ー
プ
で
、
Ⅱ
部
三
年
生
の

「
障
害
児
と
向
き
合
う
保
育
」（
担
当

教
員
・
竹
中
直
先
生
）、
Ⅰ
部
二
年

生
の
「
音
楽
遊
び
―
楽
し
く
体
力

を
つ
け
よ
う
！
―
」（
担
当
教
員
・
小

松
洋
子
先
生
）が
発
表
し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
会
場
で
、
さ
ら
に
、

同
じ
保
育
を
目
指
す
学
生
や
保
育

関
係
の
聴
講
者
の
前
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
発
表
前
は
緊
張
し
た
様

子
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
両
グ
ル

ー
プ
と
も
、
本
番
で
は
堂
々
と
立

派
な
発
表
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
Ⅱ
部
生
は
グ
ル
ー
プ
研
究

の
始
め
か
ら
、
代
表
グ
ル
ー
プ
と

し
て
発
表
す
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
一
致
団
結
し
て
真
剣
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
Ⅰ
部
生
も
、
三

十
回
以
上
研
究
の
た
め
に
グ
ル
ー

プ
が
集
ま
り
、
代
表
に
選
ば
れ
た

後
も
、
二
ヶ
月
間
何
度
も
集
ま
っ

て
、
発
表
の
練
り
直
し
を
行
っ
た

努
力
の
成
果
を
実
感
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
グ
ル
ー
プ
研
究
の
本
来

の
目
標
で
あ
っ
た
、
積
極
的
に

「
知
る
心
」
と
仲
間
と
の
協
力
、
調

和
と
い
う
「
和
の
心
」
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
こ
の
経
験
を
生
か
し

て
保
育
現
場
で
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

一
月
十
二
日（
土
）、川
並
香
順

記
念
講
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
吹
奏
楽
の
夕
べ
」
に
お
い
て
本

校
吹
奏
楽
部
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

バ
ー
バ
ー
が
作
曲
し
た
「
弦
楽
の

た
め
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
」
と
「
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
た
め
の
エ
ッ
セ
イ
第
一

番
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。
現
代
の

作
曲
家
に
よ
る
作
品
の
た
め
、
鑑

賞
し
て
い
た
本
校
の
生
徒
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
が
、「
難
解
な
曲
」

と
の
印
象
を
持
た
れ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
聖
徳
祭
や
毎
年
三
月
に

実
施
し
て
い
る
吹
奏
楽
定
期
演
奏

会
な
ど
で
ポ
ッ
プ
ス
を
演
奏
し
て

い
る
姿
と
比
較
し
ま
す
と
、
落
差

が
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
当
日
演
奏
い
た
し
ま
し

た
二
曲
と
も
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
が
す
ば
ら
し
く
、
是
非
、
本

校
の
吹
奏
楽
部
の
生
徒
た
ち
に
体

験
さ
せ
た
い
曲
で
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
演
奏
は
、
正
直
申
し
上
げ

て
、
生
徒
た
ち
の
演
奏
技
術
が
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
、
多
く
の
課
題
が

残
っ
た
演
奏
会
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
特
に
、
中
学
一
年
生
か
ら
高

校
三
年
生
ま
で
幅
広
い
学
年
の
生

徒
た
ち
が
心
を
一
つ
に
し
て
演
奏

す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
毎
日
の

練
習
を
通
し
て
、
こ
れ
ら
の
曲
の

持
つ
す
ば
ら
し
さ
を
生
徒
た
ち
に

体
験
さ
せ
る
こ
と
は
、
多
様
な
様

式
の
音
楽
を
理
解
す
る
力
が
育
成

さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
本
格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
演
奏
会
を
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
る
本
校
の
生
徒
は
、
非

常
に
幸
せ
で
す
。
中
学
生
・
高
校

生
時
代
の
こ
う
し
た
貴
重
な
体
験

は
、
教
育
的
に
大
い
に
意
義
の
あ

る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
次
回
の
演
奏
会
に
向
け
、

演
奏
技
術
の
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
徳
中
学
校
・
高
等
学
校

今
年
の
一
月
、
Ⅰ
部
二
年
生
と

Ⅱ
部
三
年
生
を
対
象
に
、
本
校
の

専
任
教
員
で
児
童
文
化
Ⅲ
を
担
当

し
て
い
る
三
枝
千
代
子
先
生
に
よ

っ
て
、「
ふ
ろ
し
き
は
地
球
と
な
か

よ
し
」
と
題
す
る
総
合
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

演
習
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、

三
枝
千
代
子
先
生
か
ら
、
地
球
の

温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
、
一
人

ひ
と
り
が
生
活
を
見
直
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
限
り
あ
る
地
球
資
源
を
守
る

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ

と
を
着
実
に
や
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
自
然
環
境
を
守
る
エ
コ
ロ

ジ
ー
の
実
践
と
し
て
、
プ
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
容
器
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
か

わ
っ
て
、「
ふ
ろ
し
き
」
を
見
直
す

こ
と
を
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

演
習
の
前
半
で
は
、
風
呂
敷
の

由
来
や
歴
史
に
つ
い
て
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
風
呂
敷
は
日
本
人

の
知
恵
で
あ
り
、
美
意
識
で
す
。

そ
も
そ
も
風
呂
敷
は
、「
大
切
な
も

の
を
包
む
布
」
や
「
入
浴
時
に
使

う
布
」
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、

奈
良
時
代
に
生
ま
れ
た
と
す
る
文

献
も
あ
り
ま
す
。
演
習
の
後
半
で

は
、
実
際
に
風
呂
敷
を
使
っ
て

様
々
な
も
の
を
包
む
方
法
が
実
演

さ
れ
ま
し
た
。
さ
お
包
み
、
ふ
く

さ
包
み
、
お
使
い
包
み
や
着
物
包

み
な
ど
と
い
う
包
み
方
の
紹
介
に

加
え
て
、
買
い
物
な
ど
で
は
イ
ン

ス
タ
ン
ト
バ
ッ
ク
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ッ
ク
と
し
て
風
呂
敷
を
使
う

方
法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
の
学
生
は
、「
温
暖
化
な
ど

の
環
境
問
題
の
対
策
と
し
て
、
日

本
人
と
し
て
昔
な
が
ら
の
風
呂
敷

を
実
用
化
す
る
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
う
。
三
枝
先
生
に

は
風
呂
敷
の
優
れ
た
と
こ
ろ
や
語

源
を
教
え
て
い
た
だ
き
驚
き
の
連

続
で
し
た
。
日
本
人
は
古
来
か
ら
、

『
む
き
出
し
の
ま
ま
を
嫌
う
』
と
い

う
言
葉
を
聞
き
、
日
本
人
の
奥
ゆ

か
し
さ
や
謙
虚
さ
を
感
じ
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

二
月
二
日（
土
）、
寒
さ
の
厳
し

い
冬
空
の
も
と
、
中
学
校
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三

学
年
同
時
に
ス
タ
ー
ト
を
切
る
と

い
う
こ
と
で
、
二
百
四
十
名
を
越

え
る
人
数
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

並
び
、
十
時
十
分
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
向
け
て
、
十
二
月

か
ら
授
業
を
始
め
、
朝
や
放
課
後

の
自
主
練
習
と
学
年
練
習
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。

レ
ー
ス
展
開
は
、
ス
タ
ー
ト
直

後
か
ら
昨
年
度
優
勝
の
二
年
生
、

佐
藤
さ
ん
が
幸
先
よ
く
飛
び
出

し
、
一
気
に
加
速
し
て
い
き
ま
し

た
。
最
後
ま
で
彼
女
の
ス
ピ
ー
ド

は
落
ち
る
こ
と
が
な
く
、
今
年
度

も
大
会
新
記
録
を
さ
ら
に
更
新
す

る
力
走
で
ゴ
ー
ル
を
果
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
に
続
々
と
選
手
は
ゴ

ー
ル
を
し
ま
し
た
が
、
途
中
で
あ

き
ら
め
る
生
徒
も
な
く
、
最
後
ま

で
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

当
日
は
多
数
の
保
護
者
の
皆
様

も
応
援
に
駆
け
つ
け
、
生
徒
も
そ

の
声
援
を
後
押
し
に
最
後
ま
で
頑

張
り
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
川
並
芳
純
校
長
よ

り
、「
女
性
と
し
て
身
体
は
大
切

で
、
こ
れ
か
ら
も
体
を
鍛
え
て
い

く
よ
う
に
」
と
の
励
ま
し
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
通
し

て
、体
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、

一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
る
達
成

感
や
気
力
、
あ
き
ら
め
な
い
気
持

ち
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、

こ
の
成
果
を
今
後
の
学
校
生
活
に

生
か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

総
合
演
習

「
ふ
ろ
し
き
は
地
球
と
な
か
よ
し
」

中
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会

「
吹
奏
楽
の
夕
べ
」

に
出
演
し
て

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
中
学
校
・
高
等
学
校

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

第
二
十
一
回
「

学
生
研
究
発
表
会
」

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

二
月
九
日（
土
）、「
平
成
十
九

年
度
児
童
保
学
習
発
表
会
」
が
本

校
第
二
体
育
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。会

場
内
に
は
演
技
用
の
舞
台
が

置
か
れ
、一
番
前
の
席
に
は
児
童

席
も
設
置
さ
れ
て
、
昨
年
よ
り
も

見
や
す
く
な
る
工
夫
が
さ
れ
ま
し

た
。
壁
面
は
生
徒
制
作
の
飾
り
が

付
け
ら
れ
、
華
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
発
表
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

演
技
は
、「
人
形
劇
」、「
手
遊

び
」、「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」、
全
生
徒

に
よ
る
「
ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
」
な
ど
、
昨
年
よ
り
も
多
く
の

演
技
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
来
校

さ
れ
た
お
客
様
は
、
各
演
技
に
感

心
す
る
と
と
も
に
深
い
感
銘
を
受

け
た
よ
う
で
す
。
特
に
最
後
を
飾

っ
た
高
校
三
年
生
の
創
作
ダ
ン
ス

は
、
全
員
が
楽
し
そ
う
に
伸
び
伸

び
と
演
技
し
て
い
て
、
来
賓
の
大

学
の
先
生
方
か
ら
も
多
く
の
賞
賛

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
客
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
、「
毎

年
、
皆
が
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

る
の
を
見
て
感
動
し
ま
す
。
こ
ち

ら
に
も
皆
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
」、「
皆
、
笑
顔
で
楽
し
そ

う
で
し
た
」
な
ど
多
く
の
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
の
入
り
口
に
は
、
生
徒
が

児
童
保
育
系
科
目
の
授
業
で
制
作

し
た
絵
本
・
お
誕
生
カ
ー
ド
な
ど

が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の
関

心
を
集
め
ま
し
た
。

来
校
さ
れ
た
お
客
様
は
昨
年
度

よ
り
も
多
い
百
八
十
名
を
超
え
、

楽
し
い
盛
大
な
発
表
会
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
発
表
会
の
成
果
は
、
生

徒
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
学
習
に
必

ず
役
立
つ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

二
月
二
日（
土
）、
本
校
第
一
体

育
室
に
て
、「
第
二
十
二
回
体
育
科

実
技
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
発
表
会
当
日
は
二
百
五
十
人

を
越
え
る
来
校
者
を
迎
え
、
大
変

な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

新
体
操
専
攻
の
発
表
で
は
、
個

人
競
技
五
種
目
と
、
新
メ
ン
バ
ー

五
人
の
息
の
合
っ
た
ロ
ー
プ
の
団

体
演
技
を
行
い
ま
し
た
。
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
発
表
で
は
、
部

員
全
員
に
よ
る
「
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
」
と
い
う

ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
実
演
さ

れ
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
部
は
、
ド
リ

ル
ダ
ン
ス
・
ソ
ロ
、
創
作
ダ
ン
ス
・

ソ
ロ
、
創
作
ダ
ン
ス
・
団
体
「
ツ
バ

ル
〜
沈
み
ゆ
く
故
郷（
し
ま
）〜
」

の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

各
学
年
の
発
表
で
は
、
高
校
一

年
生
が
基
本
動
作
か
ら
様
々
な
変

化
を
つ
け
た
「
集
団
行
動
」、
二
年

生
が
、
祭
り
か
ら
始
ま
り
、
日
本

の
四
季
を
扇
で
表
現
し
た
体
育
科

伝
統
の
ダ
ン
ス
「
四
季
」
を
、
高
校

三
年
生
が
衣
装
か
ら
構
想
ま
で
の

全
て
を
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
た

創
作
ダ
ン
ス
「
祈
り
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
昨
年
秋
、
映
像
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
長
井
健
司
さ
ん
が
銃

撃
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
和
へ

の
想
い
を
演
技
し
ま
し
た
。
発
表

会
の
最
後
に
は
、
体
育
科
生
徒
全

員
に
よ
る
「
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー

レ
」
を
ダ
ン
シ
ン
グ
ク
ィ
ー
ン
の

曲
に
あ
わ
せ
、
踊
り
ま
し
た
。

発
表
会
後
は
、「
大
変
感
動
し

た
」、「
す
ば
ら
し
か
っ
た
」
な
ど
の

感
想
を
多
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
生
徒
た
ち
の
日
頃
の
練
習
の

成
果
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
た
発
表

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
二
十
二
回

体
育
科
実
技
発
表
会

児
童
保
育
学
習

発
表
会
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今
年
度
も
「
ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ

イ
ク
ル
協
会
」
の
主
催
に
よ
る
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集
が
あ

り
ま
し
た
。
附
属
小
学
校
か
ら
は

四
年
生
の
中
澤
純
眸

き

よ

む

く
ん
が
特
別

賞
を
受
賞
し
、
二
月
八
日
に
本
校

で
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同

協
会
事
務
局
部
長
の
川
崎
一
行
様

か
ら
作
品
の
紹
介
や
、
ス
チ
ー
ル

缶
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
な

ど
、
興
味
深
い
話
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
作
品
の
紹
介
を
さ
れ

る
中
、「
本
当
は
特
別
賞
と
い
う
賞

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
空
き
缶

を
貼
り
付
け
る
な
ど
、
工
夫
さ
れ

た
ア
イ
デ
ア
の
あ
る
作
品
を
見
て
、

新
た
に
特
別
賞
を
作
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
幅
広
い

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
た
め
に
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
意
識
向
上
・
啓
発
促

進
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
三
、
四
年
生
は
、
ス
チ
ー

ル
缶
の
分
別
・
回
収
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
工
程
の
説
明
の
後
、
児
童
か

ら
も
意
味
深
い
質
問
が
た
く
さ

ん
出
て
き
て
い
ま
し
た
。

附
属
小
で
は
「
み
ど
り
の
小
道
」

環
境
日
記
を
書
く
こ
と
で
日
頃

か
ら
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
よ
り

身
近
に
考
え
る
機
会
を
持
っ
て

い
ま
す
。「
地
球
の
た
め
に
、
み

ん
な
の
た
め
に
、
今
の
自
分
に
で

き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
」
と
い
う

気
持
ち
、
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

附
属
小
学
校
開
校
当
初
か
ら
引

き
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
一
つ

に
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
猫
の
コ
ー
ラ

ス
」
が
あ
り
ま
す
。
た
っ
た
三
つ

の
猫
の
役
し
か
な
い
オ
ペ
レ
ッ
タ

で
す
。
今
年
は
そ
の
オ
ペ
レ
ッ
タ

に
三
年
生
八
十
七
名
が
心
を
一
つ

に
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
ス
ト

ー
リ
ー
は
、
自
分
の
声
を
自
慢
す

る
猫
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
声
の

良
さ
に
気
付
き
、
合
唱
隊
を
作
る

と
い
う
も
の
で
す
。
相
手
の
良
さ

を
認
め
、
共
に
生
か
し
合
い
な
が

ら
協
力
す
る
猫
た
ち
は
、
建
学
の

の
精
神
「
和
」
を
生

き
る
児
童
の
姿
そ
の

も
の
で
す
。
み
ん
な

が
一
緒
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
ん
な
に
素
敵

な
大
合
唱
に
な
る
の

だ
と
い
う
実
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

オ
ペ
レ
ッ
タ
は
昨

年
か
ら
練
習
を
始

め
、
今
で
は
自
分
の
パ
ー
ト
を
鼻

歌
で
歌
う
ま
で
に
み
ん
な
成
長
し

ま
し
た
。
音
楽
の
時
間
で
の
練
習

を
み
ん
な
心
待
ち
に
し
、
楽
し
み

な
が
ら
合
唱
を
作
り
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。
最
初
は
音
が
取
れ
ず
に

た
ど
た
ど
し
か
っ
た
歌
声
も
、
練

習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、「
違

う
パ
ー
ト
の
歌
声
と
重
な
る
と
こ

ろ
が
楽
し
い
！
」
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
最
後
に

は
音
楽
室
い
っ
ぱ
い
に
声
が
響
き

わ
た
り
ま
し
た
。

本
番
、
広
い
体
育
館
で
吹
奏
楽

部
の
演
奏
に
の
せ
て
、
児
童
は
思

い
思
い
の
猫
に
変
身
し
ま
し
た
。

自
分
で
作
っ
た
猫
耳
を
つ
け
、
顔

に
は
髭
を
描
き
、
口
ず
さ
ん
で
き

た
歌
を
一
生
懸
命

歌
い
、
伝
統
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。「
楽

し
か
っ
た
」、「
も
う

一
度
や
っ
て
み
た

い
」
と
口
々
に
話
す

姿
か
ら
も
、
自
分
た

ち
で
最
高
の
コ
ー

ラ
ス
を
作
り
上
げ

た
達
成
感
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
の
二
月
に
、『
神

奈
川
県
私
立
小
学
校
児
童
造
形

展
』
に
特
別
参
加
し
て
か
ら
毎
年

参
加
し
、
今
年
で
十
回
目
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の

経
験
を
生
か
し
、
千
葉
県
私
立
小

学
校
研
修
会
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
今
年
初
め
て
『
千
葉
県
私
立

小
学
校
造
形
展
』（
附
属
小
の
他

に
、
暁
星
国
際
小
学
校
、
国
府
台

女
子
学
院
小
学
部
、
昭
和
学
院
小

学
校
、日
出
学
園
小
学
校
が
参
加
）

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
都
や
神
奈
川
県
の
私
立

小
学
校
で
は
、
毎
年
造
形
展
が
行

わ
れ
て
い
る
た
め
、
千
葉
県
の
私

立
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
児
童

や
そ
の
保
護
者
の
中
に
は
、
千
葉

県
で
の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
人
も
い
た
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
で
、
千
葉
県
私
立
小

学
校
造
形
展
も
や
っ
と
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
造
形
展
の
目
的
の
一
つ

は
、
作
品
の
展
示
を
通
し
て
、
児

童
の
「
自
信
」
や
「
意
欲
」
を
高
め

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
助

と
し
て
、
作
者
で
あ
る
児
童
に
、

鑑
賞
者
か
ら
直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
く
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
し

た
。
作
品
を
見
た
人
か
ら
の
励
ま

し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ほ
ど
、
児
童
を

勇
気
づ
け
る
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
、
児
童
の
成
長
に
貢

献
で
き
る
造
形
展
の
開
催
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
チ
ー
ル
缶
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ン
ク
ー
ル

「

特
別
賞
」
受
賞

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

桜
の
花
び
ら
と
共
に
新
し
い

生
活
の
入
園
式
・
進
級
式
で
す
。

大
き
め
の
制
服
に
身
を
包
み
、

保
護
者
の
手
に
引
か
れ
、
幼
稚

入
　
園
　
式

園
の
門
を
く
ぐ
る
と
、「
自
分
と

同
じ
服
を
来
た
子
ど
も
が
こ
こ

に
も
い
る
、
こ
こ
に
も
い
た
」

と
い
う
よ
う
な
不
安
の
中
で
も
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
安
心
と
い
っ
た
不

思
議
な
思
い
を
幼
い
胸
に
抱
い

て
い
る
子
ど
も
が
沢
山
い
る
と

思
い
ま
す
。「
同
じ
色
の
バ
ッ
チ

を
付
け
た
先
生
、
困
っ
た
ら
お

話
聞
い
て
く
れ
る
か
な
？
こ
こ

が
ト
イ
レ
か
…
ア
ン
パ
ン
マ
ン
も

ト
イ
レ
の
壁
に
貼
っ
て
あ
る
か

ら
一
人
で
行
っ
て
み
よ
う
！
」

と
新
し
い
環
境
に
順
応
で
き
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
初
め
て
の
環
境
に

驚
き
、
泣
い
て
し
ま
う
園
児
も

い
ま
す
が
、
自
分
の
ハ
ン
カ
チ

を
出
し
て
泣
い
て
い
る
お
友
達

の
涙
を
ぬ
ぐ
っ
て
あ
げ
る
園
児

も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
や
さ
し
さ

が
き
っ
か
け
で
お
友
達
に
な
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
も

園
児
以
上
に
、
心
配
や
子
ど
も

の
成
長
の
感
激
で
ド
キ
ド
キ
し

て
の
入
園
式
で
す
。

一
年
な
い
し
二
年
の
幼
稚
園

生
活
を
経
験
し
た
園
児
は
、「
何

組
に
な
る
の
か
な
？
先
生
は
誰

だ
ろ
う
？
お
友
達
は
誰
と
一
緒

か
な
？
」
と
期
待
を
ふ
く
ら
ま

せ
て
保
護
者
と
登
園
し
て
き
ま

す
。「
先
生
、
こ
ん
に
ち
は
」
と

大
き
な
声
で
挨
拶
す
る
姿
は
、

聖
徳
の
和
の
精
神
と
挨
拶
が
身

に
つ
い
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ

ま
す
。

新
し
い
仲
間
、
新
し
い
先
生

と
一
年
間
楽
し
く
過
ご
す
大
切

な
ス
タ
ー
ト
の
日
で
す
。
新
入

園
児
も
進
級
園
児
も
、
い
つ
も

に
こ
に
こ
元
気
な
子
ど
も
で
頑

張
り
ま
す
！

進
　
級
　
式

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

年
に
六
回
、
地
震
時
や
火
災

時
を
想
定
し
て
防
災
訓
練
を
行

っ
て
い
ま
す
。

第
一
回
目
は
、
地
震
時
に
お

け
る
避
難
の
仕
方
を
教
え
て
い

ま
す
。

毎
日
の
遊
び
の
中
で
、「
防
災

帽
子
の
被
り
方
」
や
「
お
か
し
も

ち
の
約
束
」
に
つ
い
て
園
児
に

教
え
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
か
し
も
ち
の
「
お
」
は
押
さ
な

い
、「
か
」
は
駆
け
な
い
、「
し
」

は
し
ゃ
べ
ら
な
い
、「
も
」
は
戻

ら
な
い
、「
ち
」
は
近
づ
か
な
い

と
い
う
意
味
で
、
避
難
す
る
に

あ
た
っ
て
の
約
束
事
で
す
。
新

入
園
児
に
は
、
内
容
ま
で
理
解

し
、
守
る
と
い
う
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
進
級
園
児
か
ら
は
、

「
○
○
ち
ゃ
ん
、
し
ゃ
べ
っ
ち
ゃ

い
け
な
い
よ
」、「
机
の
下
に
も

ぐ
っ
た
ら
、
机
の
脚
を
持
っ
て

頭
を
守
る
ん
だ
よ
ね
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
、
一
年
な
い
し
二

年
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
の

が
、
一
回
目
の
避
難
訓
練
で
す
。

新
入
園
児
に
と
っ
て
は
何
も

か
も
が
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、

非
常
用
サ
イ
レ
ン
や
非

常
放
送
で
驚
き
、
泣
き
出

し
て
し
ま
っ
た
り
、
教
師

に
し
が
み
つ
い
た
り
す

る
姿
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
教
師
は
、
園
児

が
慌
て
ず
怖
が
ら
ず
に

訓
練
に
参
加
で
き
る
よ

う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

事
前
や
事
後
指
導
と

し
て
、
な
ぜ
静
か
に
机
の

下
に
隠
れ
て
い
る
こ
と

が
大
切
な
の
か
、
ま
た
、

サ
イ
レ
ン
の
音
や
放
送

二
つ
の

私
立
小
学
校

造
形
展
に
参
加

●

神
奈
川
県
私
立
小
学
校
児
童
造
形
展

平
成
二
十
年
二
月
十
九
日（
火
）〜
二
月
二
十
四
日（
日
）

会
　
場

神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

参
加
校

二
十
四
校

来
場
者
数

六
四
〇
三
人

千
葉
県
私
立
小
学
校
造
形
展

平
成
二
十
年
二
月
二
十
八
日（
木
）〜
三
月
四
日（
火
）

会
　
場

市
川
市
文
化
会
館
展
示
室

参
加
校

五
校

来
場
者
数

一
三
七
七
人

第
一
回

第
四
十
回

オ
ペ
レ
ッ
タ

「
猫
の
コ
ー
ラ
ス
」

を
楽
し
ん
だ
後
、
い
よ
い
よ
豆
ま

き
と
な
り
ま
し
た
。
附
属
小
学
校

の
中
庭
に
移
動
す
る
と
、
そ
こ
に

は
一
人
ひ
と
り
の
「
心
の
鬼
」
が

書
か
れ
た
カ
ー
ド
が
貼
ら
れ
た
つ

い
た
て
が
並
べ
て
あ
り
ま
す
。

誰
の
心
の
中
に
も
鬼
が
い
ま

す
。
ご
は
ん
食
べ
な
い
鬼
や
、
あ

さ
ね
ぼ
う
鬼
、
あ
き
ら
め
鬼
、
お

か
し
い
っ
ぱ
い
食
べ
ち
ゃ
う
鬼
、

わ
す
れ
ん
ぼ
鬼
な
ど
…
。
こ
の
豆

ま
き
と
こ
れ
ま
で
の
準
備
を
通
し

て
、
今
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
り
、

弱
い
と
こ
ろ
・
悪
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
て
直
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

こ
の
集
会
は
大
成
功
な
の
で
す
。

二
年
生
が
作
っ
た
升
に
豆
を
入

れ
て
、
低
学
年
全
員
が
並
び
ま
し

た
。
小
宮
先
生
の
大
き
な
掛
け
声

と
共
に
、
カ
ー
ド
に
向
か
っ
て

「
福
は
〜
内
、
鬼
は
〜
外
」
と
大
声

で
豆
を
ま
き
ま
し
た
。

附
属
小
学
校
で
は
、
集
会
を
通

し
て
、
日
本
の
伝
統
行
事
を
大
切

に
す
る
心
を
育
て
て
い
ま
す
。
児

童
の
発
達
段
階
に
即
し
、
心
の
成

長
を
促
す
集
会
を
、
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

期
待
い
っ
ぱ
い
の

入
園
式
・
進
級
式

三
田
幼
稚
園

初
め
て
の
防
災
訓
練

八
王
子
中
央
幼
稚
園

は
命
を
守
る
大
切
な
も
の
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
き

ま
す
。

す
ぐ
に
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
一
回

目
の
訓
練
の
経
験
が
次
へ
と
つ

な
が
り
、
段
々
と
意
味
の
あ
る

充
実
し
た
訓
練
に
な
っ
て
い
っ

て
い
ま
す
。

二
月
二
日（
土
）、
節
分
の
行
事

と
し
て
、
一
年
生
と
二
年
生
に
よ

る
低
学
年
合
同
集
会
「
豆
ま
き
集

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
家
庭

で
は
、
豆
を
ま
く
こ
と
に
よ
っ
て

自
分
の
家
か
ら
鬼
を
打
ち
払
う
行

事
で
す
が
、
附
属
小
学
校
で
は
、

自
分
の
心
か
ら
悪
い
鬼
を
追
い
出

そ
う
と
い
う
こ
と
に
置
き
換
え
て

行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
の
朝
、
児
童
は
図
工
の
時

間
に
作
っ
た
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
っ

て
集
合
し
ま
し
た
。
様
々
な
色
・

大
き
さ
・
表
情
の
個
性
溢
れ
る
鬼

た
ち
が
、
ふ
れ
あ
い
広
場
に
大
集

合
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
節
分
の
由
来
ク
イ
ズ

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

豆
を
ま
き
、

心
の
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::

「千葉県私立小学校造形展」は、
千葉テレビのニュースで紹介されました。
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幼
稚
園
に
入
園
す
る
ま
で
の

三
ヶ
月
を
有
意
義
に
過
ご
し
て

い
た
だ
こ
う
と
、
平
成
二
十
年

四
月
に
幼
稚
園
に
入
園
す
る
お

子
様
と
お
母
様
を
対
象
と
し
た

学
び
の
場
『
も
う
す
ぐ
よ
う
ち

え
ん
』
全
三
回
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め

て
一
時
間
幼
稚
園
で
遊
び
な
が

ら
一
緒
に
学
ん
で
い
た
だ
け
る

内
容
に
し
ま
し
た
。「
元
気
に
お

返
事
で
き
る
か
な
？
」
で
は
名

前
を
呼
ば
れ
た
ら
「
ハ
ー
イ
！
」

と
手
を
挙
げ
て
お
返
事
を
し
ま

す
。
中
に
は
恥
ず
か
し
く
て
モ

ジ
モ
ジ
し
て
し
ま
う
お
子
様
も

い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
自
分
の

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
上
手
に
お

返
事
が
で
き
ま
し
た
。「
自
分
で

で
き
る
か
な
？
」
で
は
、
い
つ

も
お
母
様
が
介
助
し
て
し
ま
う

衣
服
の
着
脱
や
靴
の
脱
ぎ
履
き

も
幼
稚
園
の
園
児
が
教
え
る

と
、
ど
の
園
児
も
自
分
で
や
ろ

う
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後

ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
ボ
タ
ン
を

掛
け
、
で
き
た
時
の
笑
顔
は
自

信
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。「
一
緒

に
お
弁
当
を
食
べ
ま
し
ょ
う
」

で
は
、
お
母
様
に
作
っ
て
い
た

だ
い
た
お
弁
当
を
園
児
と
一
緒

に
い
た
だ
き
ま
し
た
。
園
児
が

上
手
に
お
箸

を
使
い
、
何
で

も
好
き
嫌
い

し
な
い
で
食

べ
る
姿
を
見

て
大
変
驚
き
、

ま
た
そ
れ
に

刺
激
さ
れ
た

お
子
様
が
お

弁
当
を
き
れ

い
に
残
さ
ず

食
べ
て
く
れ

た
と
感
激
す

る
お
母
様
も

お
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は

毎
日
繰
り
返

し
家
庭
で
継

続
し
て
行
う

こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と

を
お
母
様
方

も
理
解
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

『
も
う
す
ぐ
幼
稚
園
』
で
の
学

び
が
、
四
月
か
ら
始
ま
る
幼
稚

園
生
活
の
中
で
お
子
様
の
成

果
と
し
て
見
ら
れ
る
の
を
今

か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

二
月
十
九
日（
金
）に
、
聖
徳

幼
稚
園
の
教
育
方
針
や
入
園
後

の
過
ご
し
方
な
ど
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

平
成
二
十
年
度
「
新
入
園
児
保

護
者
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

副
学
園
長
、
園
長
先
生
よ
り

人
間
形
成
で
大
事
な
幼
児
期
を

木
の
幹
に
例
え
な
が
ら
、
幼
稚

園
で
学
ん
で
欲
し
い
こ
と
は
、

基
本
的
生
活
習
慣
で
あ
る
こ
と

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
人
と
人
と

の
触
れ
合
い
の
第
一
歩
は
挨
拶

で
す
。
他
人
だ
け
で
は
な
く
、

家
庭
の
中
で
も
家
族
間
が
元
気

な
明
る
い
挨
拶
を
励
行
し
、
親

が
手
本
に
な
る
よ
う
に
、
両
先

生
が
保
護
者
の
方
々
に
実
践
を

通
し
そ
の
大
切
さ
を
強
く
訴
え

て
お
り
ま
し
た
。
次
に
「
早
寝

早
起
き
朝
ご
は
ん
」
で
す
。
小
・

中
学
生
で
問
題
行
動
を
起
こ
す

八
十
％
は
、
幼
児
期
に
親
と
共

に
夜
更
か
し
を
し
て
い
る
傾
向

に
あ
る
と
学
術
論
文
で
発
表
さ

れ
て
い
る
内
容
に
保
護
者
一
人

ひ
と
り
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。
幼
児
期
の
規
則
正
し
い

生
活
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か

が
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
躾

と
は
例
外
を
つ
く
ら
な
い
、
決
め

た
事
は
毎
日
行
う
、
繰
り
返
し

行
う
こ
と
で
習
慣
化
し
、
身
に
つ

く
と
具
体
的
な
話
に
よ
り
理
解

の
深
ま
り
が
う
か
が
え
、
是
非

実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

保
育
者
と
し
て
は
、
園
児
の

望
ま
し
い
育
ち
を
考
え
た
環
境

を
作
り
、
常
に
見
直
し
、
整
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
園
児

は
人
や
物
と
の
出
会
い
の
中
で

多
く
の
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
美
し
い
も
の
を
見
て
感

動
す
る
気
持
ち
や
、
物
事
の
善

悪
の
判
断
力
を
育
て
ま
す
。
そ

し
て
日
々
の
生
活
の
中
で
十
分

親
子
が
会
話
を
す
る
こ
と
で
安

定
し
た
心
も
育
ち
、
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
に
と

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

聖
徳
大
学
の
附
属
幼
稚
園
と
し

て
組
織
を
大
い
に
活
用
し
、
幼

稚
園
と
家
庭
と
の
連
携
を
密
に

図
っ
て
、
園
児
の
よ
り
良
い
成
長

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
保
護
者
に
信

頼
さ
れ
満
足
度
に
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
♪
お
こ
っ
た
お
か
お
は

こ
わ
い
け
ど
　
ほ
ん
と
は
　
と

っ
て
も
　
や
さ
し
く
て
　
す
て

き
な
　
す
て
き
な
　
パ
パ
な
ん

だ
♪
」
と
い
う
「
す
て
き
な
パ

パ
」
の
歌
を
聴
く
と
胸
に
響
き

ま
せ
ん
か
。
実
際
に
も
園
児
た

ち
が
歌
っ
て
聴
か
せ
る
と
目
頭

を
熱
く
し
て
し
ま
う
お
父
様
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
思

い
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
日
が

父
親
参
観
と
い
う
行
事
で
す
。

他
に
も
お
父
様
や
お
じ
い
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
行
事
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
日
だ
け
は

園
児
を
広
い
心
と
男
性
の
目
で

見
て
い
た
だ
き
た
く
、
年
に
一

回
だ
け
六
月
上
旬
の
日
曜
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

園
児
は
お
父
様
に
来
て
い
た

だ
け
る
の
を
と
て
も
楽
し
み
に

し
て
お
り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作

っ
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
、「
す

て
き
な
パ
パ
」
を
歌
っ
て
そ
の

日
を
来
る
の
を
わ
く
わ
く
さ
せ

な
が
ら
待
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ス
ご
と
に
保
育
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
が
、
お
父
様
と
直
接
触

れ
て
遊
べ
る
活
動
を
多
く
取
り

入
れ
、
お
父
様
の
力
の
強
さ
や

体
の
大
き
さ
、
そ
し
て
包
容
力

を
園
児
は
肌
を
通
し
て
感
じ
て

い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
得
ら

れ
た
思
い
が
以
後
の
園
生
活
の

励
み
に
な
り
、
の
び
の
び
と
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
い
経
験

に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

お
父
様
に
も
園
で
の
様
子
を

知
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ま
た

講
演
会
も
同
時
に
行
い
、
子
育

て
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
話
を

聞
い
て
い
た
だ
け
る
場
と
し
て

多
く
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

今
年
も
六
月
八
日（
日
）に
予

定
し
て
お
り
、
園
児
に
も
お
父

様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

浦
安
幼
稚
園
「
た
の
し
み
ま

シ
ョ
ー
」
を
二
月
八
日（
金
）、

九
日（
土
）両
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
園
児
の
保
護
者
を
六
百

名
余
お
招
き
す
る
た
め
、
一
日

で
は
会
場
に
入
り
き
れ
ず
、
二

日
間
で
催
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。日

頃
の
園
児
の
表
現
力
の
発

達
と
先
生
方
の
取
り
組
み
の
成

果
を
二
時
間
余
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
ず
全
園
児
は
、「
聖

徳
学
園
幼
稚
園
園
歌
」、「
に
ん

げ
ん
て
い
い
な
」、「
子
ど
も
の

世
界
」
を
元
気
い
っ
ぱ
い
歌
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
年
少
組
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
民
話
、
絵
本
「
て

ぶ
く
ろ
」
を
リ
ズ
ム
で
表
現
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
喜
び
い
っ
ぱ

い
演
じ
ま
し
た
。
ま
た
上
下
運

動
を
中
心
に
身
体
を
動
か
し
、

友
達
と
一
緒
に
セ
リ
フ
を
言
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
役
に
よ
っ

て
は
、
一
人
ひ
と
り
が
大
き
い

声
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
年
中

組
は
、
歌
と
合
唱
と
グ
リ
ム
童

話
の
「
赤
ず
き
ん
」
で
、
中
に

は
男
の
子
が
赤
い
ワ
ン
ピ
ー
ス

を
身
に
ま
と
い
元
気
い
っ
ぱ
い

演
じ
ま
し
た
。
年
長
組

は
リ
ズ
ム
劇
、
寺
村
輝

夫
作
「
王
様
と
か
い
ぞ

く
せ
ん
」
で
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は
、

年
長
組
の
歌
と
合
奏
で

す
。
今
年
は
、
附
属
小

学
校
の
檜
貝
先
生
が
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
で
園
児
と

一
緒
に
蛍
の
光
を
賛
助

演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
お
互
い
に
同
じ

目
標
に
向
か
っ
て
取
り

組
む
姿
を
み
て
い
る
と

社
会
性
や
協
調
性
の
成

長
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
園

児
一
人
ひ
と
り
が
集
団

生
活
の
中
で
関
わ
り
、

良
い
影
響
を
う
け
な
が

ら
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
日
、
立
春
と
は
言
え
、

朝
か
ら
雪
が
降
り
、
ま
だ
ま
だ

春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
な
い
日

で
し
た
が
、
幼
稚
園
に
は
「
お

に
は
そ
と
！
ふ
く
は
う
ち
！
」

と
元
気
い
っ
ぱ
い
、
園
児
の
声

が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
全
園

児
が
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、「
豆
ま

き
」
の
歌
を
歌
っ
て
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
先
生
か
ら
の
節
分

や
、
立
春
に
つ
い
て
の
話
を
聞

き
ま
し
た
が
、「
鬼
」
へ
の
関
心

が
高
く
、
春
の
訪
れ
に
は
、
ま

だ
気
づ
か
な
い
様
子
で
し
た
。

太
鼓
の
音
が
す
る
と
鬼
の
登
場

で
す
。
ざ
わ
つ
き
な
が
ら
ポ
ケ
ッ

ト
に
こ
っ
そ
り
持
っ
て
い
た
豆

を
赤
鬼
、
青
鬼
、
緑
鬼
に
投
げ
、

ど
の
園
児
も
鬼
退
治
に
一
生
懸

命
で
し
た
。
今
年
は
鬼
の
登
場

に
お
び
え
て
泣
く
園
児
は
例
年

に
な
く
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、先
生
の
傍
を
離
れ
な
か
っ
た

り
、エ
プ
ロ
ン
の
端
を
し
っ
か
り

つ
か
ん
で
い
た
り
、
友
達
と
手
を

つ
な
い
で
い
る
姿
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
三
歳

児
桜
組
は
「
泣
き
虫
鬼
」、
四
歳

児
梅
組
は
「
お
し
ゃ
べ
り
鬼
」、

五
歳
児
の
松
組
は「
わ
が
ま
ま

鬼
」を
退
治
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
や
事
務
の

方
が
裃

か
み
し
もを

つ
け
、
各
保
育
室
を

ま
わ
り
、
こ
こ
で
も
「
お
に
は

そ
と
！
ふ
く
は
う
ち
！
」
と
元

気
い
っ
ぱ
い
豆
ま
き
を
し
ま
し

た
。
日
本
に
は
、
四
季
折
々
に

様
々
な
伝
統
行
事
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
由
来
や
成
り
立
ち
な

ど
園
児
に
も
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
を

終
え
て

附
属
浦
安
幼
稚
園

新
入
園
児
保
護
者
会

附
属
第
二
幼
稚
園

「
す
て
き
な
パ
パ
」

父
親
参
観

多
摩
中
央
幼
稚
園

も
う
す
ぐよう

ち
え
ん
！

附
属
第
三
幼
稚
園

「
鬼
は
外
・
福
は
内
」

み
ん
な
で
豆
ま
き

附
属
幼
稚
園
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆様の広報誌です。
つきましてはインターネットを利用して皆様の聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。
今後、ますます充実させていきたいと思いますので、是非皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash / index.html
〈ご意見・ご感想の宛て先〉

〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
（インターネットからは http://www.seitoku. jp/gakuen/toiawase/ の「その他のご意見・お問い合わせ」まで）

読
者
の
欄

ご予約は現地フロント係が承ります。お気軽にお問合せください。TEL：0267-52-2111
施設の詳細は本学園ホームページでご覧いただけます。どうぞご覧下さい！

http://www.seitoku.jp/gakuen/house
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２２日（火）
９日（金）
１２日（月）
１３日（火）
２３日（金）
２日（月）
１１日（水）
１６日（月）
１８日（水）
２５日（水）
１日（火）
７日（月）
８日（火）
１１日（木）
２５日（木）
３０日（火）
２日（木）
８日（水）
１０日（金）
２４日（金）
２８日（火）
５日（水）
１８日（火）
２７日（木）
１日（月）
４日（木）
１６日（火）
１８日（木）
８日（木）
９日（金）
１０日（土）
１３日（火）
１４日（水）
１５日（木）
１６日（金）

１５：３０・１８：１５
１８：１５
１６：００
１８：１５
１６：００・１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１６：００
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１６：００
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１８：１５
１６：００・１８：１５
１６：００
１８：１５
１６：００
１８：１５
１８：１５

４月

5月

6月

7月

9月

10月

11月

12月

1月

聖徳学園「入門コンサート」①・②
東儀秀樹 コンサート
ウィーン少年合唱団
第３９回　聖徳学園「文楽鑑賞会」
新入生歓迎オルガンコンサート①・②
第３５回　聖徳学園「能楽鑑賞会」
ロイヤル・フランダース・フィルハーモニー管弦楽団
モーリス・ベジャール・バレエ
京劇 ― ムーラン ―
ドレスデン・フィルハーモニー管弦楽団
モンテカルロ・フィルハーモニー管弦楽団
ミシュク ピアノコンサート
ナショナル・ユース・ブラスバンド
唱歌いかがでSHOUKA
鬼太鼓座
英国女王陛下の近衛軍楽隊
第２９回　聖徳学園「落語鑑賞会」
バーデン市立劇場オペラ「リゴレット」
ウィーン・トーンキュンストラー管弦楽団
聖徳オペラ「魔笛」
アイリッシュ・ダンス
第２５回　聖徳学園「歌舞伎鑑賞会」
アルメニア・フィルハーモニー管弦楽団
レ・フレール ピアノデュオ
ロジェ・ワーグナー合唱団
聖夜のトランペット
第２５回　聖徳学園「第九の夕べ」
レニングラード国立歌劇場管弦楽団
ウィンナーワルツとニューイヤー名曲セレクション
卒業生送別オルガンコンサート①・②
山本正人記念　第２５回　聖徳学園「吹奏楽の夕べ」
レニングラード国立バレエ①「白鳥の湖」
レニングラード国立バレエ②「白鳥の湖」
ヨハン・シュトラウス・アンサンブルニューイヤー・コンサート２００９
ウィンナー・ワルツ・オーケストラ～宮殿祝賀コンサート～

月／日　　　　　 時間　　　　　　　　　演　 目

（
前
期
）

（
後
期
）

聖徳大学オープン・アカデミー（ＳＯＡ）では、現在、第Ⅰ期（４～７月）受講生の申込受付を
行っております。下記の１０種のジャンルを取り揃えておりますので、是非ご参加ください。

●附属小学校
●附属幼稚園
●附属第二幼稚園
●附属第三幼稚園
●附属浦安幼稚園
●附属三田幼稚園
●附属八王子幼稚園
●附属多摩幼稚園

秋和会
かをり会
菊水会
すなお会
知水会
なごみ会
わかば会
和香竹会

s未定
s平成２０年６月７日（土）
s平成２０年５月３１日（土）
s平成２０年６月１４日（土）
s平成２０年６月２１日（土）
s平成２０年５月１７日（土）
s平成２０年６月７日（土）
s平成２０年５月３１日（土）

●聖徳学園 聖徳菊水会
（同窓会連合会）

s平成２０年６月７日（土） 第五回評議員会

●大学院・大学・短大 香和会 s未定（詳細は、６月１日発行の本誌に掲載予定）

●附属中・高 爽和会 s未定（詳細は、８月１日発行の本誌に掲載予定）

語学、文学、芸術・文化、健康・スポーツ、情報・ビジネス
キッチンスタジオ、社会・福祉、生活・環境、教育・心理、特設講座

講 座 名 第 Ⅰ 期 開 講 予 定 講 座 （ 抜 粋 ） 講 師 名

・保護者の授業見学
保育科第1部・保育科第2部の1時限目～7時限目（全授業）
前期　5月1日（木）～7月11日（金）
後期　9月16日（火）～1月16日（金）
※詳細につきましては、4月中旬にご案内を送付いたします。

・評議員会 5月17日（土）・9月6日（土）
10月25日（土）・2月21日（土）

・後援会総会・支部総会 5月24日（土）
・支部会の日 7月と11月

※実施日につきましては、各支部で決定いたします。

・保護者会 4月18日（金）【1年生】
4月21日（月）【6年生】
5月2日（金）【全体会】
9月27日（土）【全体会】

・学級懇談会 5月2日（金）・3月2日（月）
・後援会評議員会 4月19日（土）
・後援会総会 4月23日（水）

■父母の会総会
・附属幼稚園 4月14日（月）
・附属第二幼稚園 4月16日（水）
・附属第三幼稚園 4月15日（火）
・附属浦安幼稚園 4月18日（金）
■ 4園保育参観（1学期）
・年長組 4月21日（月）
・年中組 4月22日（火）
・年少組 4月19日（土）
■父親参観
・附属幼稚園 5月24日（土）
・附属第二幼稚園 5月18日（日）
・附属第三幼稚園 5月17日（土）
・附属浦安幼稚園 5月31日（土）
■保育参観（2学期）
・附属幼稚園 11月21日（金）
・附属第二幼稚園 11月18日（火）
・附属第三幼稚園 10月30日（木）
・附属浦安幼稚園 11月14日（金）
■保育参観（3学期）
・附属幼稚園 2月20日（金）
・附属第二幼稚園 2月17日（火））
・附属第三幼稚園 2月14日（土）
・附属浦安幼稚園 2月24日（火）

■父母の会総会

・三田幼稚園 4月21日（月）
・八王子中央幼稚園 4月23日（水）
・多摩中央幼稚園 4月18日（金）

■保育参観・試食会（1学期）

・三田幼稚園 5月15日（木）・16日（金）
・八王子中央幼稚園 6月3日（火）・5日（木）
・多摩中央幼稚園 5月20日（火）・22日（木）

■父親参観

・三田幼稚園 6月1日（日）
・八王子中央幼稚園 5月18日（日）
・多摩中央幼稚園 6月8日（日）

■保育参観（2学期）

・三田幼稚園 11月15日（土）
・八王子中央幼稚園 11月14日（金）
・多摩中央幼稚園 11月12日（水）・13日（木）

■保育参観（3学期）

・三田幼稚園 2月25日（水）
・八王子中央幼稚園 2月27日（金）
・多摩中央幼稚園 2月17日（火）・19日（木）

専門学校

附属小学校

三田3園附属4園

附属中高

聖徳中高

大学･短期大学部

H21年

平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート平成20年度シリーズコンサート 平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！平成20年度第Ⅰ期公開講座の受講生を受付中！

●『土佐日記』―貫之の悩み―
●旅のもてなしプロデューサー講座
●２１世紀のお墓はこう変わる―Part 12 ―
●パスカル『パンセ』を読む
●やさしい料理教室
●素朴で温かみのあるイタリアの家庭料理
●英詩への誘い：英詩を初めて読む人のために
●ポルトガル語入門
●陳式健康太極拳
●高校生のための心理学入門

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・q橋　啓市

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・福留　強

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・長江　曜子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・渡辺　昭造

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・桂・今井・大石

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・藤崎　久美子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・腹部　千代子

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・茨木　瑠美

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小川　直樹

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・心理学科教員

平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程平成20年度保護者会・後援会 開催日程 ―ぜひご参加ください―（3月24日現在）

・評議員会 4月30日（水）・5月10日（土）・5月24日（土）
8月30日（土）・9月27日（土）・10月25日（土）
2月14日（土）・3月24日（火）

・後援会総会 5月10日（土）
・保護者会 7月18日（金）・12月19日（金）

3月14日（土）

～“きずな”をテーマに年間約420講座を開講～

予定表
（H20.3.24現在）

開講種類

平成20年度 SOAオープニングセレモニー
講座お申込みの有無にかかわらず、どなたでもご参加できます。

ぜひ講演、音楽と絵画のパフォーマンスをお楽しみください。

●日時：平成20年4月19日（土） 13時～16時30分
●会場：聖徳大学生涯学習社会貢献センター

（聖徳大学１０号館、松戸駅東口徒歩1分）

●定員：200人　 ●参加費：無 料
セレモニーのお問合わせ・お申込みは、生涯学習課（Tel. 047-365-3601）まで

●講演テーマ「ご縁」をデザインする時代 ●講　師 北村 節子 氏

●講師紹介 読売新聞東京本社
調査研究本部　主任研究員

山と旅を愛し、読売新聞HP内に「北村節子の旅スケッチ」連載中

平成20年度 SOAオープニングセレモニー

■講演後
「音楽と絵画のパフォーマンスの世界」
音楽学部原佳大先生と

児童学部大成哲雄先生の共演
■体験模擬授業（先着各20人）
フラワーアレンジメント、押し花

同窓会年間行事予定表のご案内 ―ぜひご参加ください―

・5月17日（土） 定期総会 聖徳大学（松戸市）

・6月15日（日） 北海道支部総会
札幌グランドホテル（札幌市）

・9月14日（日） 新潟地区支部総会
ホテルニューオータニ長岡（長岡市）

・9月21日（日） 甲信地区支部総会
談露館（甲府市）

・10月5日（日） 東北（北）支部総会
ホテルニューカリーナ（盛岡市）

・10月19日（日） 静岡県支部総会
三島グランドホテル（三島市）

・10月26日（日） 九州・沖縄地区支部総会
ホテル日航那覇グランドキャッスル（那覇市）

・11月16日（日） 東北（南）支部総会
郡山ビューホテルアネックス（郡山市）

・11月23日（日） 千葉県支部総会
聖徳大学（松戸市）

・11月30日（日） 茨城県支部総会
ホテルCANKOH（土浦市）

・12月7日（日） 東京地区支部総会
聖徳大学（松戸市）

・12月14日（日） 北関東支部総会
JA共済埼玉ビル（さいたま市）

●大学院通信・大学通信・短大通信 聖和会 s平成２０年５月 役員会 s平成２０年７月 総会
●専門学校 ひじり会

s平成２０年５月 幹事会（役員交代・年間計画立案）s平成２０年８月２４日（日）リズム講習会
s平成２０年７月 幹事会 s平成２０年１２月 幹事会

●聖徳中・高 聖朋会
s平成２０年５月 会報１６号発行 s平成２０年９月 聖徳高校体育祭（後援会・聖朋会種目参加）
s平成２０年６月 総会・懇親会開催 s平成２０年１１月 聖徳高校聖徳祭（模擬店出店展示）
s平成２０年７月 サークル活動 s平成２１年３月 入会式

今年度も、各同窓会が行なわれます。各同窓会の詳細は個別にご案内申し上げます。
皆様の参加を心より申し上げます。

GWの旅行はかすが荘をご利用ください！
ゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデンゴールデン

ウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィークウィーク

聖徳学園には、在学生はもちろん、卒業生やご家族、ご友人の皆さまもお気軽に、そしてリーズ
ナブルな料金でご利用いただける宿泊施設かすが荘がございます。新しい友人や、毎日を共に
過ごす友人や家族の皆さまとの親睦を深める場としてご利用いただければと存じます。

信州春日温泉かすが荘 長野県佐久市春日2258-1

東京から約2時間、北に浅間山、南に蓼科山を望む自然に恵
まれた長野県の春日温泉にかすが荘はあります。
温泉は、開湯300年の歴史を持ち、入浴後にはお肌がツルツ

ルになる“美肌の湯”として人気です。
これからのシーズンは、周辺の桜やつつじも見頃を迎え、秋

の紅葉シーズンと並び、一年で最も美しい時季を迎えます。そ
のため温泉と併せて、身も心も癒されるかと思います。
この機会にどうぞご利用くださいませ。

一般　9,400円～
学生・教職員　5,400円～
卒業生・ご家族･同伴者　8,300円～

佐久バルーンフェスティバル２００８（５月３日～５月５日）
４０機のバルーンが参加し、会場では各種体験イベントが実施されます。
ファミリーにオススメです。※詳細はホームページ等でご確認ください。

〈ご利用料金〉 〈周辺のイベント〉

詳細はホームページをご覧ください。
http://www. seitoku.jp/soa


